
河　川　の　生　物　調　査

要　旨

昭和49年に入間川、新河岸川水系12地点について、

民生生物及び浮遊生物の調査、並びに水質調査を行った。

5回にわたる調査結果から、底生生物及び浮遊生物の平

均種数をTableI及びⅡにまとめた。民生生物につい

てはこれによる水質判定を行った。浮遊生物と水質につ

いては、解析の結果次のことが判った。総種数、珪藻数

は水質とは極めて高い相関がある。即ち導電率、磨存酸

TableI　底生生物の平均種数

水質部河帖水質科
水質部工場排水科

素、浮遊物質、CODが特に密接な関係にあり、透視度

がこれに次ぐ。BODとの関連は、上記項目に比べ相関

係数がやゝ小さい。即ち珪藻、緑藻並びにこれらを含ん

だ総種数は、水の汚染が著しくなるに従って少くなる。

藍藻の穫数は、水の汚染が著しくなるにつれ、多くなる

傾向にある。動物性プランクトンの積数は、水質汚染と

無関係であるとみられる。浮遊生物相互では珪藻、緑藻、

並びにこれらを含む総種数は密接な順相関である。

調　 査　 地　 点 総　 種　 数

主　 要　 3　 目　 の　 種　 数 民 生 生 物

に よ る

水 質 判 定

B O D に よ

る水質 判 定

環 境 基 準

類　 型標　 題　 目 蝉　 焙　 目 毛　 題　 目

1 白　 子 川

2 黒　 目　 川 4　0 0 0 0 E

F

F

E （F ）

E （F ）

3　 新　 河　 岸　 川 2．5 0 0 0 E F E （F ）

4　 柳　 瀬　 川 3．3 0 0 0 E F E （F ）

5　 不　 老　 川 3　0 0 0　3 0 E F E （F ）

6　 新　 河　 岸　 川 1．5 0 0 0 F F E （F ）

7　 入　 間　 川 6　6 0 1 6 0　4 D F B （C ）

8　 小　 畔　 川 4．2 0 0．2 0．4 D E C （D ）

9　 都　 幾　 川 1 3．8 0．6 6，0 2．6 C A A （B ）

10　 高　 麗　 川 2 1 0 1．2 9　6 4　4 B A A （B ）

11 都　 幾　 川 1 5　8 0，4 8　6 3．4 C A A （B ）

12　 荒　　　　 川 1 6　0 0＿　4 6　8 4　8 C B B （C ）　※

※（）は類型AA～EをA～Fとしたもの○即ち判定のらんとの比較には（）内のランクを使用する。

Table　Ⅱ　浮遊生物の平均種数

調　 査　 地　 点

浮 遊 生 物 の

総 種 数

珪 藻 ／ 絡 種 数

× 1 0 0 （帝 ）
動　 物

プラ ン ク トン
藍　　　 藻 珪　　　 藻 緑　　　 藻

1　 白 子 川 ．最 下 流 地 点 1 2　5 2　3 1 8 5　8　　　　　　 2　5 4　6．4

2　 黒　 目　 川 ． 都　 県　 境 1 9，0 5．0 1．0 6　0 7　0 3 1，6

3　 新 河 岸 川 ．い ろ　 は 橋 2　2 ．8 5．0 2　3 1 0　0 5 ．5 4　 3　9

4　 柳　 瀬　 川 ． 架　 橋 1 8　5 3．3 2＿　3 7 ．5 5．5 4　0　 5

5　 不 老 川 。新 河 岸 川 合 流 上 1 5．3 1 8 1 5 7　5 4．5 4　9 ，0

6　 新 河 岸 川 ・不 老 川 合 流 上 2　0 ．3 3．3 4　8 8　8 3　5 4　3　3

7　 入　 間　 川 ． 初　 雁　 橋 3　ま　 0 3．4 2 ．2 1 9　2 7　2 6　0．0

8　 小　 畔　 川 ． 前　 橋 2　7．6 5．8 1，0 1 5　 0 5　8 5　4．4

9　 都 幾 川 ．早 俣 冠 水 橋 3　7．2 4．0 1 6 2　3　0 8　6 6 1 8

10　 高 麗 川 ，高 麗 川　 大 橋 3　3，3 3 ．3 1．3 2　0 ．5 8　3 6 1．5

11 都　 寒　 川 ．東　 松　 山　 橋 2　7▲　4 2　4 0 ．8 1 9　2 5．0 7　0．1

12　 荒　 川 ． 大　 声　 橋 2　4　2 1 2 1 0 1 5＿6 6　4 6　4　5

－5　8－


